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東京工芸大学 写大ギャラリー（所在地:東京中野区）では、2011 年 4 月 7 日から 5 月

29 日まで、“文化功労者顕彰記念－細江英公写真絵巻『ガウディの宇宙』展”を開催しま

す。 

 

タ イ ト ル ： 文化功労者顕彰記念－細江英公写真絵巻『ガウディの宇宙』展 

会   期 ： 2011 年 4 月 7 日（木） ～5 月 29 日（日） １０：００～２０：００（期間中 無休）   

会   場 ： 写大ギャラリー  （東京工芸大学 中野キャンパス内） 

                  〒164-8678   東京都中野区本町２−４−７ 芸術情報館２Ｆ 

                  TEL ０３－３３７２－１３２１ (代) 

                  地下鉄丸ノ内線／大江戸線 中野坂上駅下車１番出口・徒歩７分 

入 場 料 ： 無料 

展 示 作 品 ： モノクローム 約 26m 絵巻 全三巻 

ギャラリートーク ： ４月９日(土) 14：00 ～ 16：00 入場無料  

講演／細江英公 

主   催 ： 東京工芸大学芸術学部 

 

[写真展概要] 

写真家･細江英公(1933 年－)は 1954 年東京写真短期大学(現･東京工芸大学)を卒業し、

フリーランスとして活動を開始して以来 54 年、今日まで様々な写真制作をしてきました。

1960 年の『おとこと女』をはじめとして『薔薇刑』『鎌鼬』『抱擁』など若い年齢にあって

斬新な作品を次々と発表し、日本の新たな写真表現を切り拓いていきます。その後の作品

においても、人間の肉体と精神、生と死とを一貫したテーマとし、作者自身の言う“写真

への愛と尊敬”をもって、今もなお、独自の表現を続けています。これら細江英公の作品

は日本はもとより海外においても多大な評価を得て、日本および海外で数多くの賞を受賞

しています。日本写真界のリーダー的存在であります。 

また、細江英公は写真作家活動だけにとどまらず、1975～2003 年、東京写真大学、東京

工芸大学の教授として、若い写真家の育成にも尽力し、現在では東京工芸大学名誉教授で

もあります。 

 

日本初公開！ 

細江英公写真絵巻『ガウディの宇宙』展  

東京工芸大学 写大ギャラリーにて開催 



 

細江英公は昨年 11 月に教育及び写真文化の発展に寄与した功績により文化功労者の顕

彰を受けました。今回の写真展は顕彰を記念致しまして写大ギャラリー生みの親でもある

細江英公の写真展を開催致します。 

 今回写大ギャラリーで展示いたします「ガウディの宇宙」は、2009 年にルッカ・デジタ

ルフォト・フェスト（イタリア）のマスター・フォトグラファーに選出され、その記念展

覧会のため、細江英公写真絵巻制作チーム（和紙染摺り：木田俊一氏、表装：天草仁司氏、

詩：朝倉勇氏、会場および絵巻構成：馬淵晃氏）によって制作された絵巻のひとつです。 

今回の展覧会ではかつて発表された「ガウディの宇宙」（1977〜1985）から"サグラダ フ

ァミリア"、"グエル公園"、"カサ ミラ"を抜粋したもので、この「絵巻ガウディ」は日本

では初めての展示となります。 

 

 

〔広報用写真について〕 

 写真を掲載いただけます場合は、下記番号を指定して、ご連絡ください。画像データで

お送りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． カサ ミラ,1977 ２．サグラダ ファミリア,1977 

【お問合せ先】 東京工芸大学 広報課 

        担当： 林 哲也      

電話： 046-242-9600 ／ FAX：046-242-9638

e-mai: kikaku@office.t-kougei.ac.jp 


